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食と健康 －食を知り食を生かそう－❖シリーズ解説❖ 新連載・第１回

１．はじめに

日本は平均寿命が男女ともに 80 年を超え，今
なお延伸している，世界有数の長寿国である。
2017 年 の Global Burden of Disease Study １）

の日本のデータから推計した，リスク要因別関連
死亡者数によると，喫煙関連死亡者数が最も多
いものの，次いで食事リスクに関連した死亡者
数が多いことが報告されている２）。しかし，幸
い，食事は改善することができる。厚生労働省で
は，2014年に日本人の長寿を支える「健康な食事」
のあり方に関する検討会報告書を取りまとめ，「健
康な食事」とは，健康な心身の維持・増進に必要
とされる栄養バランスを基本とする食生活が，無
理なく持続している状態を意味するとした３）。ま
た，「健康な食事」の実現のためには，日本の食
文化のよさを引き継ぐとともに，おいしさや楽し
みを伴っていることが大切であり，「健康な食事」
が広く社会に定着するためには，信頼できる情報
のもとで，国民が適切な食物に日常的にアクセス
することが可能な社会的・経済的・文化的な条件
の整備が必要である。健康な食生活を営むため，
日本には食事に関するガイドラインが存在し，健
康な人を対象としたものから，疾病を有する人を
対象とした各種疾患ガイドラインまで幅広くある。

本稿では，健康な人を対象としたガイドライン及
び食環境整備の実例について，概説する。

２．日本の食事ガイドライン

（１）食生活指針
2000 年に文部省（現 文部科学省），厚生省（現 
厚生労働省）及び農林水産省が連携して，「食生
活指針」を策定した。この指針は，食料生産・流
通から食卓，健康へと幅広く食生活全体を視野に
入れた 10 項目とその実践のために取り組むべき
２～４個の具体的内容から構成されている。「食
生活指針」策定後，2005 年には食育基本法が制
定され，2013 年には 10 年計画の国民の健康づ
くり運動「健康日本 21（第二次）」が開始され
るとともに，「和食；日本人の伝統的な食文化」
がユネスコ無形文化遺産に登録された。さらに，
2016 年度より食育基本法に基づく「第３次食育
推進基本計画」が開始されるなど，食生活に関す
る幅広い動きを踏まえ，2016 年６月に「食生活
指針」４）が改定された（第１図）。
この改定では，肥満予防とともに高齢者の低栄
養予防が重要な健康課題となっている状況を踏ま 
え，適度な身体活動量と食事量の確保の観点から
「適度な運動とバランスのよい食事で，適正体重の
維持を。」という項目の順番を，７番目から３番

健康によい食事とは
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　日本人の健康を支える水産資源 【第 12回】シリーズ解説

　
●はじめに●
　現在，我が国では年間で約900万トンのプラス
チックが廃棄され，このうち84％は焼却による熱
回収や輸出を含むリサイクルに，残りの16％は埋
め立てや焼却処分されている１）。最終処理に至る
廃棄プラスチックの回収および輸送システムの整
備や，回収を支える市民のモラルを総じて勘案す
れば，我が国における廃棄プラスチックの処理体
制は，ほぼ人間社会が実現できる上限といって良
いのではないか。そんな我が国からでさえ，年間
で14万トン程度の廃棄プラスチックが回収経路
から漏れて，その15～ 40％は海洋に流出すると

推算されている２）。世界全体で環境に漏出する廃
棄プラスチック量は年間３千万トンを超え２），そ
して，実際に海岸漂着した海ごみのうち，個数比
にして約七割は廃棄プラスチックなのである３）。
安価で軽く腐食分解しないことは，プラスチック
の利点である。しかし，これらの特徴は，安価で
あるため投棄されやすく，軽いため遠方に運ばれ
やすく，そして腐食分解しないため長く環境に留
まるといった，漂流・漂着ごみとなりやすい欠点
でもある。
　それでも，海岸景観を損ねる大型の漂着プラス
チックごみについては，十分とはいえないまでも，
国や地方自治体が主管する海岸清掃事業などを通
して対策が講じられてきた。NPOによる海岸清掃
活動や啓発活動も地道な継続を見せている。とこ
ろが，漂着プラスチックごみが海岸で劣化し，破
砕を繰り返してサイズ（最長径）が数mm以下と
なった「マイクロプラスチック（第１図）」は，目
につきにくいこともあって，それらの存在が広く
社会に認識されたのは最近のことである。社会的
な認識のみならず，Web of Science や Scopus な
どでキーワード検索をかければ，関連する研究論
文の増加は，せいぜい過去５年以内であることが
わかる。ところが，Carpenter and Smith（1972）４）

が，北米東海岸沖で最初に報告したマイクロプ
ラスチックの浮遊は，その後に海洋や海岸に広く

海洋浮遊プラスチック

さかなクンイラストより
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第１図　山陰沖で採取された浮遊マイクロプラスチック
（カラー写真をHPに掲載C130）　　
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１．はじめに
近年，飲料市場は頭打ちの状態になり，消費者

の求めるニーズも目まぐるしく変化している。各
飲料メーカーの開発も，より多くの新しい商品や
ラインアップをスピーディに世の中に出していく
ことが求められている。このような現状の中，弊
社総合研究所では少しでも多くのお客様の飲料開
発をサポート出来るよう，内容物の開発・提案や
テスト販売を目的とした極少量でのOEM製造を
実施している。今回は弊社の持つ特徴的な缶とし
て，ミニボトル缶（MBC），ニューボトル缶（NBC），
３P広口リシール缶について，それぞれの缶の特
徴に合わせた内容物の開発や提案について紹介さ
せて頂きたい。

２．ミニボトル缶（MBC）
２－１．機能性表示食品について
平成27年４月からスタートした機能性表示食品

は，その名の通り効果効能を表示出来る食品のカ
テゴリーである。国の定めるルールに従って，食
品の安全性や機能性について，科学的根拠等を示
す内容を消費者庁に届出て受理されれば，事業者
の責任において機能性を示した文言を食品に表示
することが出来る制度となっている A）。
現在（令和元年７月末時点）までに，その届出

受理件数は2,200件を突破しており B），制度開始
４年超にして既にトクホの許可件数を大きく超え
ている。このことからも各社企業レベルから消費
者まで機能性表示食品への関心の高さが伺える。
２－２．ミニボトル缶（MBC）について
弊社製100mLミニボトル缶（MBC）は小容量の
リシール缶として2004年に開発され，ザ・キャ
ンメーカーが主催するキャネックス2005におい
てキャンオブザイヤー（ボトル缶部門）で銅賞を
受賞した。MBCはオールアルミ容器のため破瓶
等の恐れがなく，高い密封性と遮光性を持つこと
に加え，液充填の際には不活性ガスである液体窒
素を合わせて封入することから内容物の保存性も
高い。機能性を示す食品素材の中には，光の影響

技  術  紹  介技  術  紹  介

缶の特徴に合わせた飲料内容物の開発と提案

大和製罐株式会社　総合研究所　第２研究室　角久間隆文，廣澤竜太郎，金澤智子

第１図　開発品見本（カラー図表をHPに掲載C132） 第２図　包装デザイン（カラー図表をHPに掲載C133）
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１．はじめに
昨年来，日本では海洋プラスチックごみ問題が

注目を集め，久しぶりにごみ問題が話題になって
いる。きっかけは，海洋プラスチック問題であり，
昨年８月環境省は，プラスチック資源環境戦略小
委員会を立ち上げ，2019年５月31日にプラスチ
ック資源循環戦略がまとめられた。この戦略では，
3R+Renewable を基本原則とし，回避可能なプ
ラスチックの使用の合理化，プラスチック製容器
包装・製品の再生材，再生可能資源での代替，製
品の長期使用，効果的・効率的なリサイクルを進
めることとしている。海洋プラスチック問題に対
して，プラスチックごみの海洋流出による海洋汚
染が生じないことを目指し，犯罪行為であるポイ
捨て，不法投棄撲滅を徹底し，清掃活動を推進す
るとしている。同時に，海洋ごみの実態把握，及
び海岸漂着物等の適切な回収を推進するとしてい

る。さらに，国際的に日本の取組を世界に広げる
ことで問題解決に貢献することも述べられている。
著者はこの委員会に参加したことから，プラス
チックごみ問題について考えを深める機会を得た。
本稿では，個人的意見をまとめる。
本稿では，JIS（日本工業規格）の定義より，
プラスチックの定義として，「高分子物質（合成
樹脂が大部分である）を主原料として人工的に有
用な形状に形作られた固体である。但し，ゴム・
塗料・接着剤などは除外される。」に従う。

２．プラスチックの利用と
　　　　　　　　付随する環境問題
２．１．プラスチック利用の歴史
プラスチックが大量に生産・消費されるように
なったのは，1950年代末期からである。これに
先立って，天然物であるセルロースを原料とする
セルロイドの発明は19世紀に遡り，石炭を原料
とするベークライトの工業化は20世紀初頭であ
るが，大量に利用されるようになったのは第２次
大戦後である。1960年代以降石油化学工業の勃
興とともに，日本及び世界のプラスチック生産量
は急増した。（第１図参照）
第１図を見ると，1960年代以降，日本及び世
界におけるプラスチック生産量は指数級数的に伸
びている。世界生産は，今日も増加を続けている
が，日本の生産量は1997年にピークを記録した
後，減少傾向となった。日本生産量の世界シェア

● 特別解説 ●

プラスチックごみ問題
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第１図　プラスチック世界生産量と日本のシェア長期推移
　　　 （石川 2019）（カラー図表をHPに掲載C137）


